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本書に記載されている第10期における予想数値等、将来に関する記述は、一定の前提条件の下に算出した平成23年2月14日時点でのものです。状況
の変化により実際の数値は変動する可能性があります。また、本予想は分配金の額を保証するものではありません。予想の前提条件の詳細については、
本投資法人の平成23年2月14日付け「平成22年12月期決算短信（REIT）」7ページ記載の「運用状況の予想の前提条件」をご参照ください。

決算・運用状況のご報告（資産運用報告）
第9期   自 平成22年7月1日  至 平成22年12月31日

2



百万円

百万円

百万円

7,094
3,053
2,218

当期の運用実績

運用実績の推移

第32興和ビル共有持分30％の追加取得（平成22年8月6日発表）

興和白金台ビルの取得（平成22年12月21日発表）

借入期間の長期化・金利固定化推進による財務基盤強化

は、物件売却益要因を表しています。

1口当たり分配金

営業収益

営業利益

当期純利益額

百万円

百万円

円

199,186
89,272

577,629

総資産額

純資産額

1口当たり純資産額

14,353円

第４期 第5期 第6期 第7期 第8期第３期第２期第１期

4,751
5,505

6,982
7,840

8,501

7,647
7,544 7,494 7,302

営業収益（百万円）

第４期 第5期 第6期 第7期第３期第２期第１期 第8期

3,405
3,770

4,438
5,033 4,732 4,814 4,907 4,778

NOI（ネット・オペレーティング・インカム）（百万円）

第４期 第5期 第6期 第7期第３期第２期第１期

13,773

16,614
15,663

17,218

20,418

14,890

15,802 15,315

第8期

16,085

１口当たり分配金（円）

第４期 第5期 第6期 第7期第３期第２期第１期

114,199

156,291

205,486 206,079
195,929 195,145 195,040

第8期

194,710

総資産（百万円）

1

3

物件取得及び譲渡／新投資口の発行（平成23年1月13日発表）4
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トピックス

第9期
（当期実績）

7,094

第9期
（当期実績）

4,593

14,353

第9期
（当期実績）

第9期
（当期実績）

199,186
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ごあいさつ

投資主の皆様へ

　平素はジャパンエクセレント投資法人並びにジャパンエクセレントアセットマネジメント株式
会社に対しまして格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。ここに本投資法人第9期決算
（自平成22年7月1日　至平成22年12月31日）の内容をご報告申し上げます。
　当期の業績は、営業収益7,094百万円、当期純利益2,218百万円となりました。1口当たり
分配金は、期初予想を353円上回り14,353円となりました。
　当期は外部成長へ大きく舵を切った期となりました。物件取得を再開し、スポンサーである
興和不動産より2つの物件を取得しました。
　また、第9期末以降ではございますが、平成23年１月には3年半ぶりに公募増資を実施して、
スポンサーである積水ハウスよりオフィスビルを一棟取得いたしました。

今後の運用について

　企業業績の改善が進む中、東京圏では都心の大規模優良ビルを中心に立地改善や
増床といったテナントニーズが顕在化しつつあり、優良物件より徐々に稼働率が底打ちへ
向かうものと予想されます。本投資法人は、物件取得の環境が整ったとの認識の下、より
積極的に投資機会を追求して参る所存です。
　財務面では、調達先の多様化、弁済期限の分散化に配慮しつつ、引き続き安定的な
財務運営を行って参ります。
　リート事業を取り巻く市場環境が大きく変化する中、本投資法人は、従来同様、金融商
品取引法を始め各種規制を厳格に遵守しコンプライアンスを推進することはもとよりのこと、
投資家の皆様に経営状況や資産運用状況を正確に、わかりやすく開示することを旨として
参りたいと存じます。

ジャパンエクセレント投資法人 執行役員
ジャパンエクセレントアセットマネジメント株式会社

代表取締役社長

戸田 千史
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4,751

1口当たり分配金推移と第10期見込み（円）

第４期 第5期 第6期 第7期 第8期第３期第２期第１期
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14,353 15,31514,890

第４期 第5期 第6期 第7期 第8期

第9期

第9期第３期第２期第１期

6,982
7,840

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0

7,647

5,505

8,501

7,544 7,494
7,302 7,094

第10期
（見込）

7,356

　 は、物件売却益要因を表しています。

　 は、物件売却益要因を表しています。

営業収益推移と第10期見込み（百万円）

12,000

第10期
（見込）
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Ⅰ

開発・投資から仲介・運用・賃貸管理まで、不動産に関連する業務を広く手掛けるスポンサー企業と、金融に関する
幅広いノウハウを持つスポンサー企業を持ち、それらの総合力を組み合わせ、投資主価値の最大化を目指します。

不動産・金融の両面に強みを持つスポンサー企業の総合力を活用・結集

興和不動産株式会社

第一生命保険株式会社
相互住宅株式会社

積水ハウス株式会社
みずほ信託銀行株式会社

株式会社第一ビルディング

・みずほコーポレート銀行の親密な不動産会社
・東京都心部を中心にオフィスビル、高級賃貸住宅を開発・運用

・第一生命所有オフィスビルを中心に、全国ベースでビル運営・管理を行うビルマネ
ジメント業界のリーディングカンパニー

・総資産、保有契約高で、日本国内第2位の生命保険会社
・全国でオフィスビルを中心に約290棟の投資用不動産を運用

・マンション・オフィスビルの運営・管理業務、都市開発、住宅事業等を手掛ける総合
不動産企業

・累積建築戸数200万戸を超える実績を誇る、住宅のトップメーカー
・住環境創造企業として赤坂ガーデンシティ（平成18年竣工）など都市再開発事業
にも実績多数

・法人・個人取引両分野に強みを持つ信託・資産運用業務を主体とする銀行
・仲介、コンサルティング、土地信託等、不動産業務に豊富な経験と実績を保有

・三大メガバンクの一角、みずほフィナンシャルグループにおいて、コーポレートファイ
ナンスを主体とする銀行

株式会社みずほコーポレート銀行

資産運用会社への出資
資産運用会社への人材提供

物件取得への協力
パイプラインサポート

プロパティマネジメント
投資法人への融資

不
動
産

金
　
融

資産運用会社への出資 物件取得への協力 プロパティマネジメント

不
動
産

金

融
ジャパンエクセレント投資法人

ジャパンエクセレント
アセットマネジメント株式会社

興和不動産株式会社
コアスポンサー

コアスポンサー

第一生命保険株式会社
コアスポンサー

積水ハウス株式会社

株式会社
みずほコーポレート銀行

みずほ信託銀行
株式会社

相互住宅株式会社

株式会社
第一ビルディング

基本方針
投 資 法 人 の 概 要
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